
¬
仙

人
」
　
考

－
「
今
昔
物
語
集
」
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
「
今
昔
物
語
集
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
仙
人
に
関
す
る
説
話
が
、
い

く
つ
か
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
説
話
の
中
に
、
あ
ら
わ
れ
て
い

る
仙
人
作
と
い
う
も
の
は
、
中
国
で
い
う
仙
人
作
と
は
、
趣
を
異
に
し

て
い
る
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
本
朝
の
仙
大
作
を
「
今
昔
物

語
集
」
を
中
心
に
し
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。

　
仙
人
（
神
仙
）
は
、
人
間
の
本
質
的
、
現
実
的
欲
望
を
、
具
体
的
な

形
で
実
践
さ
せ
た
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
。

　
　
神
仙
思
想
と
は
、
中
国
に
お
い
て
発
生
し
た
起
源
の
古
い
民
間
信

　
仰
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
中
国
の
漢
民
族
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
現
実
的
傾
向
の
強
い
民
族

　
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
は
誰
で
も
幸
福
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
望

　
む
も
の
で
あ
る
が
、
漢
民
族
は
と
く
に
富
貴
と
長
生
を
最
大
願
望
に

　
あ
げ
て
い
た
。
紀
元
前
三
－
四
世
紀
の
周
末
の
動
乱
期
、
い
わ
ゆ
る

安
　
束
　
犬
　
隆

〃

戦
国
時
代
は
、
社
会
状
態
が
不
安
定
で
、
人
々
は
塗
炭
の
苫
し
み
を

な
め
た
が
、
戦
国
の
諸
侯
は
か
え
っ
て
富
貴
を
極
め
た
。
し
か
し
、

彼
ら
は
富
貴
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
勢
力
の
増
大
を
の
ぞ
む
　
2
3

一
方
に
お
い
て
、
長
生
を
体
得
し
て
い
つ
ま
で
も
そ
の
富
み
栄
え
た

生
活
の
永
続
せ
ん
こ
と
を
願
っ
た
。
そ
の
長
生
の
術
を
体
得
さ
せ
る

も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
が
神
仙
思
想
で
あ
る
。

　
神
仙
思
想
は
、
お
そ
ら
く
さ
ら
に
占
く
か
ら
発
生
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
が
、
史
上
に
姿
を
あ
ら
わ
す
の
は
こ
の
戦
国
時
代
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
山
東
牛
島
の
北
部
沿
岸
地
方
に
お
い
て
、
方
士
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
長
生
の
術
と
そ
れ
を
体
得
し
て
不
老
の
境
地
に
い
る
も

の
こ
什
在
を
称
え
は
し
め
た
。
こ
れ
を
神
仙
説
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

次
第
に
各
地
に
ひ
ろ
が
り
、
い
ろ
い
ろ
の
児
術
や
雑
多
な
民
間
信
仰

を
習
合
し
た
方
術
を
手
段
と
し
て
、
ひ
ろ
く
民
衆
の
間
に
信
ぜ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。



と
い
う
説
明
が
、
端
的
で
あ
る
。
又
、
道
教
と
道
家
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
た
だ
道
教
を
考
え
る
場
介
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

　
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
道
教
と
道
家
と
の
関
係
で
あ
る
。
道
家

　
と
は
老
荘
の
思
想
と
い
う
の
で
あ
る
加
、
こ
の
理
論
が
道
教
に
と
り

　
い
れ
ら
れ
、
こ
と
に
後
世
に
な
っ
て
老
手
を
道
教
の
開
祖
と
し
て
、

　
そ
の
化
身
を
犬
上
老
君
と
崇
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

　
両
者
を
同
一
視
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
仙
術
と
老
手
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
本
田
済
氏
は
、
「
抱
朴
子
」

　
の
解
説
に
お
い
て

　
　
仙
術
に
老
手
の
追
加
ど
う
し
て
関
わ
っ
て
来
る
か
？
け
だ
し
、
長
生

　
の
た
め
の
体
操
、
呼
吸
そ
の
他
の
技
術
は
、
老
荘
思
想
と
か
か
わ
り

　
な
く
老
手
、
荘
子
そ
の
人
よ
り
前
か
ら
、
医
者
や
兄
指
印
の
手
で
試

　
み
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
そ
れ
ら
の
技
術
を
整
理
し
て
文

　
字
に
記
そ
う
と
い
う
は
ど
の
人
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
と
あ
と
が
ら
理

　
屈
を
つ
け
た
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
技
術
を
道
に
ま
で
昇
華
さ
せ
た
が

　
る
の
は
、
中
国
的
思
想
の
特
色
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
最
も
附
会

　
し
や
す
い
の
は
、
中
心
に
具
象
的
な
徳
目
を
も
た
な
い
、
中
点
が
「

　
無
」
で
あ
る
老
手
系
の
哲
学
で
あ
ろ
う
。

と
論
述
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
民
間
信
仰
と
し
て
発
生
し
た
仙
術
を
体
系
化
し

た
の
が
、
葛
洪
の
「
抱
朴
子
」
で
あ
る
。
葛
洪
は
死
に
至
る
原
因
と
し

て
、

　
　
損
・
老
・
百
病
・
毒
悪
・
邪
気
・
和
気
・
風
冷

〃

の
六
書
を
考
え
、
こ
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て

　
　
導
引
行
気
、
遺
精
袖
瞑
、
食
紅
に
節
度
あ
る
こ
と
、
興
居
に
節
度

　
あ
る
こ
と
、
薬
物
を
服
用
す
る
こ
と
、
精
神
統
一
、
極
天
禁
戒
、
符

　
印
を
帯
佩
す
る

の
ハ
法
を
示
し
て
い
秘
。
更
に
積
極
的
な
長
生
の
方
法
と
し
て
、
呼
吸

法
、
房
中
衛
（
宝
精
）
、
服
薬
を
挙
げ
て
い
る
。

　
又
、
入
山
の
法
則
に
従
っ
て
、
名
山
に
入
山
し
、
穀
断
を
し
、
仙
薬

を
調
合
し
て
服
用
す
る
必
要
か
お
る
。

　
入
山
の
衛
と
し
て

　
　
脱
文
・
出
歩
・
方
角
・
吉
日
・
凶
日
・
斎
戒
・
祭
・
符
・
印
・
鏡

　
等
に
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
名
山
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、

　
　
華
山
・
泰
山
∴
世
山
・
嵩
山
・
太
白
山
・
終
南
山

な
ど
、
二
十
故
山
あ
っ
た
。

　
穀
断
は
、
腸
を
消
く
し
、
仙
薬
を
服
す
る
為
に
は
、
是
非
必
要
な
こ

と
で
あ
り
、
穀
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
松
脂
・
松
葉
松
実
・
桃
膠
な

ど
が
用
い
ら
れ
た
。

　
仙
薬
は
、
仙
人
な
る
為
に
は
、
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
上
：
甲
・
下

の
別
か
お
り
、
各
々
そ
の
効
果
に
差
異
が
あ
る
。
丹
砂
を
も
っ
て
そ
の

最
上
の
も
の
と
し
て
い
る
。

　
仙
人
の
種
類
は
次
の
三
種
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
火
消
丹
と
い
う
最
上
の
金
丹
を
服
し
、
天
を
主
な
住
居
と
す
る
天
仙
・

仙
薬
を
服
し
て
長
生
は
保
障
さ
れ
、
仙
術
を
心
得
て
自
在
を
得
、
名
山

24



や
世
間
に
す
ん
で
い
る
を
昏
・
仙
薬
の
よ
き
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
一
　
畢
⑦

な
い
為
に
、
一
度
死
し
て
後
に
仙
に
な
る
尺
解
仙

　
よ
う
す
る
に
、
以
上
の
の
べ
た
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
不
老
長
寿

を
け
じ
め
、
現
世
的
な
そ
の
他
の
欲
望
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
術
が
、
仙
術
で
あ
り
、
そ
れ
を
体
現
し
た
人
が
仙
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
神
仙
思
想
の
本
朝
へ
の
伝
来
は
、
極
め
て
古
く
「
古
事

記
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
六
国
史
」
　
「
万
葉
集
」
な
ど
の
中
に
も
、

教
見
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
印
そ
し
て
仏
教
と
共
に
ヽ
現
実
生
活
の

中
に
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
。
「
今
昔
物
語
集
」
を
み
て
み
る
と
、
次
に
列
挙
し
た
も
の
の

中
に
、
何
等
か
の
形
で
、
仙
人
に
関
連
の
あ
る
話
が
登
場
し
て
く
る
。

　
巻
一
⑤

　
巻
三
②

　
巻
五
④
⑤
⑩
⑤
⑩

　
巻
六
⑩

　
巻
十
⑩

　
巻
十
一
③
⑩
⑩
⑩

　
巻
十
二
⑩

　
巻
十
三
①
②
③
④
⑩

　
巻
十
七
⑩

　
巻
五
④
　
一
角
仙
人
、
披
負
女
人
、
従
山
朱
里
旅
路
第
四

　
巻
十
一
⑩
　
久
米
仙
人
、
始
造
久
末
寺
語
第
二
四
こ
の
二
話
は
、
仙

人
譚
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
り
内
容
的
に
も
、
お
も
し
ろ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
仙
人
が
女
性
と
接
触
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
神
通
力
を
う
し

な
う
話
で
あ
る
。

一
角
仙
人
の
話
は
「
法
苑
珠
林
」

欲
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

額
に
角
一
つ
生
い
た
Ｉ
角
仙
人
と

く
な
っ
た
道
で
す
べ
り
、
立
腹
し

も
の
を
原
話
と
し
て
い
る
。
天
竺
に

い
う
仙
人
が
い
る
。
あ
る
時
雨
で
悪

、
龍
王
を
と
ら
え
水
瓶
に
入
れ
て
し

巻
七
十
一
・
呵
欲
部
第
四
の
呵
触

の
を
原
話
と
し
て
い
る
。
天
竺
に

ま
う
。
そ
の
為
雨
降
ら
ず
し
て
十
二
年
を
経
過
す
る
。
色
々
新
禧
を
す

る
が
効
果
な
く
、
あ
る
占
師
が
、
一
角
仙
人
の
話
を
し
、
そ
の
験
に
及

ば
な
い
こ
と
を
い
う
。
あ
る
大
臣
が
、
欝
頭
藍
仙
が
王
大
夫
人
に
触
れ

て
神
通
力
を
失
っ
た
話
を
し
て
、
こ
の
仙
人
を
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
　
2
5

か
ら
、
美
女
を
あ
つ
め
て
試
み
よ
う
と
提
案
す
る
。
早
速
に
、
五
百
人

の
美
女
を
選
ん
で
、
着
飾
ら
せ
、
車
に
の
せ
て
、
一
角
仙
人
の
い
そ
う

な
山
に
む
か
わ
せ
る
。
女
達
は
十
人
二
十
人
と
別
れ
て
さ
が
し
て
い
る

う
ち
、
奥
深
い
岩
屋
の
側
に
一
角
仙
人
を
発
見
す
る
。
仙
人
は
お
ど
ろ

い
た
が
、
あ
ま
り
に
美
し
く
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、

靉
欲
の
心
を
お
こ
し
て
一
人
の
女
に
触
ば
う
。
す
る
と
、
神
通
力
は
う

し
な
わ
れ
、
龍
王
は
水
瓶
を
蹴
破
っ
て
空
に
の
ば
り
、
雨
を
降
ら
す
。

　
一
角
仙
人
は
そ
の
後
女
を
お
く
っ
て
都
（
王
城
）
に
行
く
が
、
飛
行
す

る
こ
と
も
で
き
ず
に
人
々
の
失
笑
を
か
う
。

　
以
上
の
「
今
昔
物
語
集
」
の
話
は
、
「
法
苑
珠
林
」
と
大
差
は
な
い
。

　
「
法
苑
珠
林
」
は
む
す
び
の
部
分
で
、
五
欲
の
つ
つ
し
む
べ
き
を
述
べ



て
い
る
。
こ
こ
で
は
五
欲
を
よ
し
と
し
な
い
仏
教
の
考
え
方
が
、
仙
人

譚
の
中
に
、
は
い
り
込
ん
で
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
又

　
「
法
苑
樹
林
」
が
本
生
譚
と
し
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と

な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
久
米
油
の
話
は
、
久
米
寺
の
縁
起
譚
と
し
て
、
久
米
仙
を
語
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
神
仙
譚
を
語
う
っ
と
す
る
意
識
は
な
い
。
こ
の
久
米

仙
の
話
は
「
本
朝
神
仙
伝
」
に
あ
る
が
、
更
に
は
「
和
州
久
末
寺
流
記
」

の
久
米
油
人
経
行
事
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
を
壮
観
し
て
み
る

と
、
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
特
に
終
り
の
部
分
は
著
し
い
。

　
　
　
今
昔
物
語
集

　
　
非
時
二
見
レ
バ
、
大
中
小
ノ
若
干
ノ
材
木
、
併
ラ
。
南
ノ
山
漫
ナ

　
ル
柏
ヨ
リ
空
ヲ
飛
テ
、
都
ヲ
抜
道
ル
所
二
米
ニ
ケ
リ
。

　
　
其
時
二
、
多
ノ
行
宮
ノ
輩
、
敏
テ
貴
ビ
テ
久
米
ヲ
拝
ス
。
其
後
、

　
此
事
ヲ
天
皇
二
奏
ス
。
天
皇
も
、
是
ヲ
聞
給
テ
、
貴
ビ
敬
テ
、
悠
二

　
免
田
作
町
ヲ
以
テ
久
米
二
施
シ
給
ヒ
ツ
。
久
米
、
喜
テ
此
ノ
由
ヲ
以

　
テ
、
其
郡
二
Ｉ
ノ
伽
藍
ヲ
建
タ
リ
。

　
久
米
寺
ト
云
フ
、
是
也
。

　
　
其
後
・
高
野
ノ
大
師
、
非
寺
二
丈
六
ノ
薬
師
ノ
三
尊
ヲ
、
銅
ヲ
以

　
テ
鋳
居
へ
奉
り
給
ヘ
リ
。
大
師
、
其
寺
テ
ン
テ
大
日
経
ヲ
見
付
テ
、

　
其
レ
ヲ
本
ト
シ
テ
、
「
速
攻
二
彿
二
可
成
キ
敏
也
」
ト
テ
、
唐
へ
真

　
言
習
ヒ
ニ
渡
り
給
ケ
ル
也
。

　
　
然
レ
バ
止
事
大
キ
寺
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

〃

　
　
　
　
　
本
朝
神
仙
仏

　
　
其
の
時
に
材
木
飛
び
来
る
こ
と
、
飛
べ
る
鳥
の
如
く
な
り
け
り
。

　
　
其
の
後
忽
然
と
し
て
失
せ
畢
て
つ
。
宗
に
在
る
嘔
、
仙
を
恋
ひ
て

　
死
り
ぬ
。
七
箇
日
を
経
し
と
こ
ろ
に
、
仙
帰
り
来
り
と
冗
し
て
、
云

　
へ
ら
く
。

　
　
　
「
生
死
限
リ
あ
り
、
別
離
も
し
か
り
。
我
れ
利
生
の
た
め
に
、
汝

　
と
夫
婦
と
な
れ
り
。
再
び
蘇
生
す
る
こ
と
得
て
、
一
じ
き
彿
土
に
請

　
ぜ
む
ご
と
い
ヘ
リ
。
忽
ち
に
蘇
生
し
て
夫
婦
と
も
に
西
を
指
し
て
飛

　
び
去
り
畢
ん
ぬ
。
其
め
他
宗
の
跡
、
今
に
在
リ
と
云
へ
り
。

　
　
　
〈
世
の
伝
へ
ご
と
に
云
は
く
、
仙
人
は
十
▽
面
観
音
、
皺
は
大
勢

　
至
菩
薩
な
り
と
云
々
。
〉

　
　
「
今
昔
」
は
、
明
ら
か
に
久
米
寺
の
縁
起
譚
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
　
2
6

い
る
。
「
神
仙
伝
」
の
方
は
、
勿
論
神
仙
譚
と
し
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
「
西
を
指
し
て
飛
び
去
り
畢
ん
ぬ
」
な
ど
、
仏
教

思
想
の
影
響
は
顕
著
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
神
仙
思
想
と
仏
教

思
想
と
の
融
合
の
結
果
生
じ
た
仙
人
譚
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
巻
十
三
の
は
じ
め
に
は
、
持
経
仙
の
説
話
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　
　
修
行
僧
義
春
、
値
大
峯
持
経
仙
語
第
一

は
、
次
の
よ
う
な
説
話
で
あ
る
。
山
を
廻
り
海
を
渡
っ
て
国
々
に
行
き

所
々
の
霊
険
所
を
た
ず
ね
て
い
る
僧
義
春
は
、
熊
野
に
参
り
、
大
峯
を

通
り
、
金
峯
に
行
く
途
中
で
、
道
に
迷
い
十
余
白
日
辛
苦
悩
乱
し
、
山

中
で
微
妙
く
造
っ
た
僧
房
を
み
つ
け
る
。
そ
こ
に
す
ん
で
い
た
の
が
、

年
は
八
十
才
を
超
え
て
い
る
が
三
十
ば
か
り
に
し
か
み
え
な
い
持
経
仙



で
あ
っ
た
。

　
彼
は
法
花
経
を
日
夜
に
読
誦
し
、
鬼
神
、
異
類
ま
で
そ
の
法
花
縁
の

読
誦
を
聞
き
に
来
て
い
た
。
そ
し
て
翌
朝
水
瓶
を
飛
ば
し
て
、
そ
の
水

瓶
に
道
案
内
を
さ
せ
、
義
右
を
送
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
法
花
経

読
誦
の
功
徳
が
つ
も
り
、
経
文
の
い
く
つ
か
の
文
句
が
、
現
実
に
体
現

せ
ら
れ
て
い
る
持
縁
者
を
仙
人
と
し
て
描
い
て
い
る
。
不
老
長
寿
は
仙

人
の
属
性
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
根
拠
を
法
花
経
の

　
　
得
聞
是
経
　
病
即
消
滅
　
不
老
不
死

と
い
う
言
葉
に
求
め
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
功
徳
つ
ま
り
霊
験
あ
ら

た
か
な
高
僧
を
、
仙
人
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

　
同
じ
十
三
巻
の
第
二
話

　
　
寵
葛
川
僧
　
値
比
良
山
持
経
仙
語
第
二

で
は
、
葛
川
に
こ
も
っ
て
修
行
す
る
憎
が
、

　
　
穀
ヲ
断
テ
　
菜
ヲ
食
テ

　
懇
に
修
行
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
仙
人
に
な
る
為
の
修
行
で
あ
ろ

う
。
夢
で
「
比
良
山
ノ
峯
二
仙
人
有
テ
、
法
花
経
ヲ
読
誦
ス
、
汝
ヂ
、

速
二
其
ノ
所
二
行
テ
彼
ノ
仙
人
二
可
結
縁
シ
」
と
気
高
き
僧
に
告
げ
ら

れ
て
、
比
良
山
に
行
き
、
洞
の
中
に
居
る
仙
人
に
結
縁
す
る
話
で
あ
る
。

そ
の
仙
人
は
、
も
と
は
興
福
寺
の
僧
で
蓮
寂
と
い
い
、
法
花
経
の

　
　
汝
若
不
取
　
後
必
憂
悔

の
文
に
、
菩
提
心
を
お
こ
し
、
山
林
に
修
行
し
て
仙
人
と
な
っ
た
。

　
　
永
ク
本
ノ
寺
ヲ
出
デ
、
山
林
二
交
テ
仏
道
ヲ
修
行
シ
テ
、
功
至
り

　
徳
ヲ
重
テ
、
自
然
ヲ
仙
人
卜
成
ル
事
ヲ
得
タ
リ

仏
道
を
修
行
し
、
法
花
経
読
誦
の
功
徳
が
つ
も
り
、
仙
人
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
世
に
お
け
る
理
想
的
境
涯
を
歩
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
話
の

　
　
陽
勝
・
修
苦
行
成
仙
人
語
第
三

に
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
能
登
の
国
の
陽
勝
（

俗
姓
・
紀
氏
）
は
、
叡
山
に
の
ぼ
リ
（
十
一
才
）
西
塔
の
勝
運
花
院
の

空
日
律
師
に
つ
き
、
天
台
の
法
文
を
習
い
、
法
花
経
を
請
待
し
て
い
た
。

　
　
面
ル
間
、
堅
固
ノ
道
心
発
テ
、
本
ノ
山
ヲ
去
ナ
ム
ト

　
　
思
フ
心
付
ヌ
、
遂
二
山
ヲ
出
テ
、
金
峯
ノ
仙
ノ
出
京
二
至
リ
ヌ
。

　
亦
、
南
京
ノ
牟
田
寺
二
龍
り
居
テ
仙
ノ
法
ヲ
習
フ
。
始
ハ
穀
ヲ
断
テ

　
菜
ヲ
食
フ
。
次
ニ
ハ
亦
　
菜
ヲ
断
テ
菓
、
菰
ヲ
食
フ
。
後
ニ
ハ
偏
二
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食
ヲ
断
ツ
、
但
シ
、
日
二
葉
一
粒
ヲ
食
フ
、
身
ニ
ハ
藤
ノ
衣
ヲ
着
タ

　
リ
。
遂
二
食
ヲ
離
シ
ヌ
、
永
ク
衣
食
思
断
テ
、
永
ク
菩
提
心
ヲ
発
ス
。

　
然
レ
バ
、
畑
ノ
気
ヲ
永
ク
去
テ
跡
ヲ
不
留
ズ
。
羞
タ
ル
袈
裟
ヲ
脱
テ

　
松
ノ
水
ノ
枝
二
懸
ケ
置
テ
失
ヌ
。

こ
の
よ
う
な
手
順
を
経
、
穀
断
を
し
て
陽
勝
は
、
仙
人
と
な
る
の
で
あ

芯
。
そ
の
仙
人
と
な
っ
た
陽
勝
の
容
貌
は
、

　
身
二
血
、
肉
尤
ク
シ
テ
異
ナ
ル
骨
、
奇
キ
毛
有
リ
。

　
身
二
二
ノ
翼
生
テ
、
空
ヲ
飛
ブ
事
航
鱗
、
鳳
凰
ノ
如
シ
。

と
あ
る
。
飛
行
自
在
の
通
力
を
得
た
陽
勝
は
、
親
の
病
気
に
な
り
、
苦

し
み
煩
う
に
、
飛
び
来
っ
て
、
法
花
経
を
誦
し
て
孝
養
し
た
こ
と
、
不

断
念
仏
に
参
る
途
中
で
、
浄
観
僧
正
の
尊
勝
陀
羅
尼
を
請
す
る
声
を
聞



い
て
、
椙
の
本
の
上
で
聴
聞
し
て
い
た
が
、
尊
く
て
高
欄
に
降
り
、
憎

正
が
そ
の
気
色
を
際
し
て
妻
戸
を
あ
け
る
と
、
部
屋
の
中
に
、
鳥
の
よ

う
に
飛
び
入
っ
て
、
談
じ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
本
の
上
で
仙

人
が
誦
経
を
聴
聞
し
た
と
い
う
話
は
、
他
に
も
あ
る
。
巻
十
二
⑨
「
天

合
間
久
、
於
葛
本
山
間
仙
人
誦
経
語
第
三
八
」
で
は
、
間
欠
が
葛
山
の

椙
の
本
の
本
に
本
尊
を
か
け
、
法
花
経
を
誦
し
て
い
る
時
に
、
そ
の
本

の
上
で
、
仙
人
が
聴
聞
し
て
い
た
話
を
の
せ
て
い
る
。
又
仙
人
が
本
の

上
で
、
法
花
経
を
誦
し
て
い
た
話
（
巻
十
三
⑩
）
な
ど
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
仙
人
と
い
う
も
の
は
、
現
世
に
お
け
る
一
応
の

境
涯
に
達
し
て
お
り
、
人
間
と
は
比
す
べ
く
も
な
く
す
ぐ
れ
、
通
力
を

体
得
し
て
い
る
が
、
仏
教
的
目
地
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
完
全
に
悟
り
切

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
衆
生
の
一
人
で
あ
る
。

従
っ
て
法
花
経
を
読
誦
し
た
り
又
聴
聞
し
た
り
し
て
、
仏
道
修
行
を
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
釈
迦
仏
の
前
生
譚
を
説
く

　
巻
五
⑥
　
国
王
、
為
求
法
以
釘
抜
前
身
譜
第
十

は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

　
国
王
が
王
位
を
捨
て
て
、
山
林
に
修
行
す
る
時
、
一
人
の
仙
人
が
出

て
来
て
。

　
　
我
レ
、
法
文
ヲ
持
テ
リ
。
汝
二
教
ヘ
ム
ト
思
フ
何
ニ

こ
れ
に
対
し
て
、
国
王
が

　
　
我
レ
法
ヲ
求
メ
ム
ガ
為
二
山
林
二
修
行
セ
リ
。
速
二
可
教

と
答
え
る
が
、
仙
人
は
そ
の
条
件
と
し
て

　
　
　
若
シ
然
ラ
八
九
十
日
ノ
間
、
一
日
子
五
度
、
針
ヲ
以
テ
其
ノ
身
ヲ

　
　
被
突
レ
バ
、
我
レ
貴
キ
法
文
ヲ
教
ヘ
ム
ト
。

　
国
王
は
そ
の
言
葉
に
従
い

　
　
　
諸
悪
莫
作
　
諸
首
奉
行

″
を
お
そ
わ
る
。
こ
の
説
話
は
、
賢
愚
経
巻
一
、
梵
天
請
法
六
事
晶
を
典

　
拠
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
仙
人
は
、
賢
愚
経
で
は
「
波
羅
門
」
と
な

　
っ
て
い
る
。
又
⊇
一
国
伝
記
」
で
は
「
仙
人
阿
私
多
」
と
あ
る
。
原
典

　
の
賢
愚
経
が
「
波
羅
門
」
と
し
て
あ
る
の
を
、
な
ぜ
仙
人
と
し
た
か
、

　
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
今
昔
」
編
者
の
仙
人
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
の
Ｉ

　
端
が
窺
え
よ
う
。
即
ち
、
仙
人
を
か
け
離
れ
た
特
別
な
も
の
と
し
て
で

　
は
な
く
、
仏
教
的
な
先
達
と
し
て
把
握
し
て
い
る
よ
う
だ
。
従
っ
て
、

　
そ
こ
に
は
、
現
世
的
欲
望
の
達
成
を
主
眼
と
す
る
所
謂
仙
人
の
面
影
は
　
　
2
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な
い
。
同
じ
巻
五
〇

　
　
　
天
帝
釈
夫
人
舎
脂
音
聞
仙
人
語
第
三
十

　
に
は
、
帝
釈
が
提
婆
那
延
と
い
う
仙
人
に
、
仏
法
を
聞
き
に
行
っ
た
話

　
が
見
え
る
。
こ
の
説
話
も
同
様
に
、
仙
人
を
仏
法
の
先
達
と
し
て
、
理

　
解
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
舎
脂
夫
人
が
、
帝
釈
に
あ
ま
え

　
て
、
戯
れ
る
声
を
聞
く
と
、
心
が
楡
れ
て
通
力
を
う
し
な
い
、
凡
人
（

　
普
通
の
人
）
に
な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
に
触
れ
た

　
り
、
愛
欲
の
心
を
お
こ
し
た
り
す
る
と
、
通
力
を
う
し
な
う
の
は
、
久

　
米
仙
の
場
合
を
は
し
め
、
仙
人
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
観
音
を

　
念
し
て
仙
人
に
な
っ
た
話
－
－
清
水
寺
の
縁
起
と
し
て
巻
十
一
⑩
に
あ

　
る
も
の
で
あ
る
。
小
島
山
寺
に
す
ん
で
い
る
憎
賢
心
は
、
聖
の
道
を
求



め
て
苦
行
怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
夢
に
「
南
ヲ
去
リ
テ
龍
二
趣
ケ
」

と
見
、
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
滝
の
西
の
岸
上
に
庵
を
発
見
す
る
。

そ
の
庵
に
す
む
翁
行
叡
は
「
心
二
観
音
ノ
威
カ
ヲ
念
じ
、
口
二
千
手
ノ

真
言
ヲ
誦
」
し
て
、
多
く
の
年
を
積
み
、
仙
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

行
叡
が
東
国
へ
修
行
に
い
っ
た
後
、
賢
心
は
同
じ
よ
う
に
、
真
言
を
誦

し
、
観
音
を
念
じ
て
、
三
年
を
経
て
、
田
村
麻
呂
が
お
と
ず
れ
て
き
た

時
は
、
す
で
に
神
仙
（
仙
人
）
に
な
っ
て
い
た
　
　
も
あ
る
。

　
さ
て
、
仙
人
を
考
え
る
場
合
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
役
行

者
が
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
「
今
昔
」
で
は
巻
十
一
　
「
役
優
婆
塞
、
誦

持
睨
駈
鬼
神
話
第
三
」
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
五
色
の
雲
に
の
っ
て
、

仙
人
の
洞
に
通
ふ
、
と
あ
る
の
み
で
、
役
行
者
を
直
接
仙
人
と
は
、
呼

ん
で
い
な
い
が
、
仙
人
で
あ
る
こ
と
は
、

　
　
藤
ノ
皮
ヲ
以
テ
着
物
ト
シ
、
松
ノ
葉
ヲ
食
物
ト
シ
テ
四
十
全
年
、

　
　
彼
ノ
山
ノ
中
ノ
庵
居
給
ヘ
リ

な
ど
よ
り
し
て
も
、
疑
う
余
地
は
、
あ
る
ま
い
。
役
行
者
の
こ
と
は
、

周
知
の
と
お
り
古
く
は
「
紋
日
本
紀
」
に

　
　
役
行
者
小
角
流
手
伊
豆
島
　
初
小
角
住
於
葛
本
山
、
以
兄
術
称

　
外
従
五
位
下
韓
国
連
広
足
師
焉
　
後
書
其
能
浚
以
妖
惑
　
故
配
遠
慮

　
世
相
伝
言
　
小
角
能
役
鬼
神
　
汲
水
採
薪
　
若
不
用
冷
却
以
児
縛
之

と
あ
る
。

　
更
に
「
日
本
霊
異
記
」
　
「
三
宝
絵
詞
」
　
「
本
朝
神
仙
伝
」
　
「
元
亨
釈

書
」
　
「
私
聚
百
因
縁
集
」
　
「
三
国
伝
記
」
等
に
見
え
る
説
話
で
あ
る
。

　
「
紋
日
本
紀
」
に
お
い
て
は
、
見
術
と
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
が
如
何
な

る
性
質
の
も
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
霊
異
記
」
に
な
る
と
仏

教
と
の
む
す
び
つ
き
が
、
顕
著
に
な
る
。
本
朝
に
お
け
る
神
仙
譚
の
源

流
は
、
こ
の
役
小
角
の
説
話
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「

紋
日
本
紀
」
の
よ
う
な
も
の
が
、
骨
子
と
な
り
脚
色
せ
ら
れ
て
、
流
伝

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
応
「
今
昔
物
語
集
」
を
中
心
と
し
て
、
仙
人
譚
を
み
て
き
た
。
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
「
抱
朴
子
」
な
ど
に
説
く
、
中
国
の
仙
人
と
は

様
相
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
今
昔
」
で
は
、
仙
人
と
い
う

も
の
に
、
独
自
の
地
位
を
与
え
ず
に
、
仏
教
の
範
暗
の
中
に
、
位
置
ず

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
法
花
経
読
誦
の
功
徳
が
、
積
も
っ
て
、

仙
人
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
仙
人
は
、
更
に
　
　
2
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経
を
読
誦
し
た
り
、
聴
聞
し
た
り
し
な
が
ら
、
研
讃
し
て
い
く
。
あ
る

い
は
、
人
に
仏
の
道
を
、
教
え
た
り
も
す
る
。

　
こ
れ
は
、
「
今
昔
」
の
作
者
（
編
者
）
の
意
識
を
物
語
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
・
つ
ま
り
、
仙
人
と
い
う
特
別
な
範
暗
を
た
て
ず
に
、
高

徳
な
仏
教
修
行
者
を
仙
人
と
と
ら
え
て
お
り
、
川
口
博
士
の
高
論
の
よ

ヽ
ぶ
に
　
　
「
今
昔
」
が
、
唱
導
の
資
料
集
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る

こ
加
を
、
証
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
註

　
　
①
下
治
績
与
氏
著
「
神
仙
思
想
」
（
吉
川
弘
文
館
）

　
　
　
　
一
頁
～
二
頁

　
　
②
①
の
八
頁



③
「
抱
松
子
・
利
他
伝
・
神
仙
伝
・
出
府
経
」
（
中
田
の
占
輿
シ
リ
ー
ズ
　
４
）

　
　
呈
一
見
杜
）
　
五
回
八
頁

④
村
上
嘉
実
氏
著
「
中
国
の
仙
人
」
（
サ
士
フ
叢
書
・
小
柴
寺
書
店
）
丁
八
二

　
頁
お
よ
び
③
の
万
万
一
頁
等
を
参
照
し
勺
　
「
抱
朴
千
」
（
至
理
篇
）

⑤
「
中
国
の
仙
人
」
二
十
七
百
～
四
十
頁
を
参
照
吉
日
・
凶
日
は
、
占
日
か
凶

　
日
を
知
る
こ
と
。

⑥
「
中
国
の
仙
人
」
二
七
一
六
頁

⑦
「
中
国
の
仙
人
」
七
十
三
頁
～
八
十
八
頁
、
仙
人
の
柿
類
を
参
照

⑧
①
の
「
神
仙
思
想
の
日
本
的
展
開
」
等
参
照

⑨
「
法
苑
珠
林
」
の
本
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
波
羅
奈
国
山
中
有
一
仙
人
　
以
仲
秋
之
月
　
於
噪
盤
中
小
使
　
見
鹿
砦
嘸
合

　
會
　
淫
心
即
動
精
流
盤
中
　
塵
鹿
飲
之
即
時
有
身
　
月
満
生
子
　
形
類
知
人

　
唯
頭
有
一
角
　
其
足
似
鹿
　
鹿
常
産
時
至
仙
人
庵
湯
前
産
　
是
子
是
人
　
以

　
付
仙
人
面
去
　
仙
人
出
時
見
此
鹿
子
　
自
念
本
縁
知
是
己
児
　
辰
己
養
育

　
及
其
年
火
助
教
学
問
、
通
十
八
種
火
経
　
叉
学
坐
禅
　
行
四
無
量
心
得
五
神

　
通
　
一
時
上
山
値
霖
雨
混
滑
　
其
足
不
便
、
璧
達
破
共
軍
持
　
又
傷
其
足

　
使
天
賦
恙
　
以
軍
持
盛
水
　
祝
登
不
雨
　
仙
人
福
徳
諸
龍
鬼
神
皆
為
不
出

　
不
雨
故
五
穀
五
果
墨
皆
不
生
　
入
沢
窮
乏
無
復
生
路
　
波
羅
素
手
憂
愁
襖
悩

　
命
諸
入
寮
集
議
雨
事
　
明
者
議
言
　
我
得
聞
仙
人
山
中
有
一
角
仙
ハ
　
以
足

　
不
便
故
上
山
口
達
傷
足
　
賦
祝
北
川
　
登
十
二
年
不
堕
　
王
思
惟
討
、
若
十

　
二
年
不
出
　
我
国
了
矣
　
無
復
人
民
　
．
Ｌ
即
開
幕
　
共
有
能
登
仙
人
失
五
通

　
属
我
為
沢
者
　
常
分
国
半
治
是
国
　
有
婬
女
　
名
日
頃
陀
、
端
疋
巨
富
　
来

　
嘸
王
募
　
女
問
諸
人
　
北
是
人
非
人
　
衆
人
言
　
是
仙
人
所
生
　
婬
女
言

〃

若
是
大
者
　
我
能
壊
之
　
作
是
語
己
　
即
取
金
盤
盛
奸
宝
物
　
語
千
言
　
我

常
騎
北
仙
大
須
米
　
婬
女
即
時
求
石
臼
乗
車
　
載
五
百
美
女
　
石
白
鹿
車
絨

種
々
歓
喜
丸
　
及
持
種
々
人
力
美
酒
色
昧
如
水
　
服
削
皮
衣
行
林
樹
間
　
以

象
仙
人
　
於
仙
人
庵
漫
作
草
庵
而
住
　
一
角
仙
人
遊
行
見
之
　
諸
女
皆
出
迎

逆
　
経
華
妙
香
供
養
仙
人
　
仙
大
大
喜
　
諸
女
以
美
ｔ
．
一
‥
敬
辞
問
凪
　
仙
人
将

入
房
中
卒
経
床
獅
　
真
好
浄
酒
　
以
為
浄
水
　
也
ハ
歓
良
丸
　
以
為
菓
菰
　
食

低
能
巳
　
語
諸
女
言
　
我
従
生
巳
米
初
未
得
仙
北
経
果
好
水
　
諸
女
言
　
我

▽
心
行
善
故
天
真
　
我
順
得
北
経
水
経
果
　
仙
人
間
諸
女
言
　
汝
以
何
故
膚

色
肥
盛
　
谷
言
　
我
曹
食
北
経
果
飲
北
美
水
　
故
肥
仙
此
　
女
白
仙
人
言

汝
何
以
不
作
此
間
住
‘
谷
口
　
亦
吋
庄
耳
　
女
言
昭
典
瀕
洗
即
亦
昭
之

女
子
弟
軟
　
嘆
之
心
勣
　
使
真
諸
女
史
元
祖
洗
　
欲
心
転
生
　
達
成
顛
事

即
失
神
通
　
天
為
大
雨
七
日
七
夜
　
令
得
歓
楽
飲
食
　
七
日
以
後
酒
食
皆
書
　
　
3
0

継
以
山
水
本
葉
　
其
昧
不
美
　
史
素
前
者
　
谷
言
巳
書
　
今
賞
典
行
　
去
北

不
通
　
有
可
得
處
　
仙
人
言
　
随
意
　
即
他
典
出
　
去
城
不
通
　
女
他
在
道
中

臥
言
　
我
極
不
能
復
行
　
仙
人
言
　
汝
不
能
行
者
　
騎
我
頂
上
　
常
備
汝
去

女
先
道
俗
白
王
　
王
可
観
我
智
能
　
王
勅
厳
駕
出
面
観
之
　
問
言
　
何
由
得

爾
　
女
白
王
言
　
我
以
方
他
力
故
今
巳
仙
北
　
仙
人
無
所
復
能
　
令
住
城
中

好
供
養
恭
敬
之
　
足
吾
所
欲
　
拝
為
大
臣
　
往
減
少
日
　
身
転
嶽
痩
　
念
禅

定
心
楽
厭
世
欲
　
工
問
仙
人
　
汝
何
不
楽
　
身
転
巌
痩
仙
入
谷
王
　
我
雖

得
五
欲
　
常
自
憶
念
林
間
閑
静
諸
仙
遊
處
　
不
能
得
去
　
王
自
思
惟
　
若
能

強
違
其
志
為
苦
　
苦
極
則
死
　
本
以
求
除
早
患
　
争
已
得
之
　
常
復
何
縁
強

奮
其
志
　
本
以
求
除
早
患
　
今
巳
得
之
　
常
復
何
縁
強
奮
其
志
　
即
発
道
之

既
還
山
中
　
精
進
不
矢
　
還
得
五
通



⑩
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
引
用
は
、
古
典
全
書
（
朝
日
新
聞
社
）
の
「
古
本
説
話

　
集
」
（
川
口
久
雄
氏
校
証
）
に
行
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
か
こ

⑥
こ
れ
は
「
法
華
験
記
」
の
「
身
中
無
血
肉
　
有
異
骨
奇
毛
　
両
翼
生
身
飛
行

　
虚
空
　
如
騏
麟
鳳
凰
」
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
本
朝
神
仙
伝
」

　
に
は
、
「
無
翼
而
飛
」
と
あ
り
、
対
象
を
み
せ
て
い
る
。

⑩
『
本
朝
神
仙
伝
』
と
神
仙
文
学
の
流
れ
（
「
西
域
の
兜
」
（
吉
川
弘
文
館
）

　
所
収
）
こ
の
博
ト
の
高
論
よ
り
、
示
唆
さ
れ
た
点
は
大
き
い
。
謝
意
を
表
し

　
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
本
学
講
師
－

W
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